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20. Halothaneと Methoxyi:1.uraneの胆石症術後
肝機能値への影響の比較検討 
0日浦利明，折居和雄，原因康行
川!村功(船橋中央・外科〉
胆石症手術例を Halothaneを使用した22例と meth‘ 
oxyfluraneを使用した 22例とを，術後肝機能値を測定
し比較検討した。両群とも術前正常値を示した例は術後 
4週間自には各々 2例を除き，正常値に戻った。 GOT， 
GPT，Al・phは平行した変動を示したが， α-GTPはや
や趣き異にした。術後一過性肝障害は 4例 (10.5%)で
あった。胆石症手術例においては術後肝機能への影響は 
Halothaneと methoxyfluraneとの聞に有意の差はな
かっfこ。 
21. 	 Althesinの gonadotrQpinsに及ぼす影響 
0河崎純忠(県立がんセンター〉 
腎1や，高ProgesteroneはAlthesin '1系静麻斉Steroid
皮質ホノレモンと同様の C-21Steroidでそのホルモン
作用は極めて弱い。今回 Althesin投与時と手術中の 
FSH，LHの変化を 2抗体法による radioimmunoassay
で定量検討した。 FSHは Althesinおよび手術によづ
て変化しないが， LHは男子では Althesin投与後上昇
し術中 plateauに達して序々に低下，術後前値にもど
った。黄体期の女子は LHの変化が男子に比し少ない
という結果を得た。 
22. 手術部における HB抗原陽性患者 
0野口照義(千大・手術部)
昭和50年10月より 51年 9月迄の 1年間に，当院手術部
で施行された全手術患者4108例の術前日B抗原検査の
有無，その陽性率を集計した。手術部内で施行されてい
る腹腔鏡，月子生検患者の陽性率は，全手術症例の陽性率 
3%に比して18.2%と高く注意を要する。これら陽性患
者の手術部内取扱い対策のーっとして，臨床的立場より
各種消毒剤の HB抗原不活性化に対する影響を検討し，
併せて手術部における HB抗原陽性患者対策につき敷
延した。
座長米沢利英(千大)
特別講演
ハローセン肝障害について
。五十嵐正彦(千大・ー内)
ハローセン肝障害の頻度は極めて低いが，急性肝不全
による死亡率は高く，頻回麻酔で出現率，死亡率も高ま
るなどの諸家の報告を検討する。臨床上重視される発
熱，黄症，好酸球増加の診断的意義を検討し，術後肝障
害の種類，その主因の一つで、ある輸血後肝炎について起
因ウイルスによる分類と潜伏期との関係を述べる。ハロ
ーセン肝障害の発生機序を考察し，自験例 4例の臨床経
過，肝組織学的所見を報告する。
閉会の辞米沢利英(千大)
